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津
南
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津
南
町
除
雪
隊
始
動
！

　
　

津
南
町
除
雪
隊
始
動
！



広報 2令和４年12月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

笹沢少年消防クラブ

笹沢少年消防クラブは 2012 年に発足し、
今年で 10 周年を迎えました。

笹沢地区の小学校１年生から高校３年生の希望者が所属し、
地域住民へ啓発活動等を行っています。

10 月 30 日に旧外丸小学校で事例研究発表会を実施し、
災害時におけるトイレの重要性についての発表を行いました。

この発表会で使用した、災害時のトイレの使用方法を紹介している
チラシを津南町全戸に配布しますので、皆様もぜひご覧ください。



目次
-contents-

新潟県津南町

07

08

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

だんだんニュース　移住定住のとりくみ
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06 償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく

features

04 【特集】 確定申告・住民税申告



広報 4令和４年12月号

特 
集
Topic

　

令
和
４
年
分
の
税
申
告
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
確
認
い
た
だ
き
、
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
は

確
定
申
告
は
ｅｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
ス
マ
ホ
申
告
で

・
ス
マ
ホ
申
告
で

十
日
町
税
務
署

十
日
町
税
務
署

申
告
相
談
会
場
開
設

申
告
相
談
会
場
開
設

　

確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
・
ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
確
定
申

告
会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
、
申
告
手
続
き

が
可
能
で
す
。

　

十
日
町
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
個
人
消

費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
、
次
の

と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。
混
雑
緩
和
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

十
日
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

■
期
間　

　

令
和
５
年
２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

　
（
土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

■
時
間　

　

相
談
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
午
後
４
時
前
で
あ
っ
て
も
、
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

○
税
務
署
の
申
告
会
場
で
は
ス
マ
ホ
申
告
を

中
心
と
し
た
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
か
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
入
場
整
理
券
」
は
、
当
日
配
布
ま
た
は

国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
事

前
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
１

月
中
旬
以
降
利
用
開
始
予
定
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

【
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
】

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

℡
０
５
７
０
‐
０
１
‐
５
９
０
１

　

受
付
：
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
日
等
及
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
）

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
事
前
準
備
や
申
告
書
の
作
成

手
順
は
、
国
税
庁
専
用
サ
イ
ト
「
動
画
で
見

る
確
定
申
告
」
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
な
ど
】

　

税
務
署
代
表
電
話

　

℡
７
５
２
‐
３
１
８
１

　
（
自
動
音
声
案
内
で
「
１
」
を
選
択
）

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」・「
税
の
情
報
・
手
続
・
用
紙
」
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
の
相
談
は
、
ぜ
ひ
自
宅
か
ら

の
電
話
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
質
疑
応
答
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
ス
マ
ホ
で
あ
れ
ば
、
確
定
申
告
期
間
中
は

24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
利
用
可
能
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
だ
け
で

Ｏ
Ｋ
！

　
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
は
不
要
）

○
カ
メ
ラ
で
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
読

み
取
っ
て
自
動
入
力
が
で
き
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
回
数

が
１
回
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
過
去
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
で
青
色
申

告
を
さ
れ
た
か
た
）

○
青
色
申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
が
ス

マ
ホ
専
用
画
面
で
も
作
成
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書
を

印
刷
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書
デ
ー
タ

を
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ

ホ
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
期
間
中

は
24
時
間
い
つ
で
も

利
用
可
能
で
す
。

② 

ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
！

③ 

郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　

 

使
っ
て
申
告 確

定
申
告
・
住
民
税
申
告スマホで確定申告

（国税庁ホームページ）
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相
談
会
場
で
の

相
談
会
場
で
の

　
　
　
　

感
染
予
防

　
　
　
　

感
染
予
防

津
南
町
の
申
告
相
談
日
程
【
令
和
５
年
度
（
令
和
４
年
分
）】

　

申
告
会
場
内
で
は
、
毎
日
、
清
掃
・
消
毒

を
行
い
、
日
中
も
こ
ま
め
に
換
気
や
パ
ソ
コ

ン
等
の
消
毒
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
対
応
し
、
自
ら
も
頻

繁
に
手
指
消
毒
を
行
う
ほ
か
、
毎
日
の
検
温

な
ど
体
調
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

　

来
場
さ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２
月
16
日
㈭

〇
会
場　

上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

２
月
17
日
㈮

〇
会
場　

竜
神
の
館

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

２
月
20
日
㈪

〇
会
場　

結
東
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

〇
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
３
時

〇
会
場　

米
原
公
民
館

〇
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午	

〇
会
場　

所
平
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

〇
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

２
月
21
日
㈫
～
３
月
15
日
㈬

※
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

〇
会
場

　

役
場
３
階
大
会
議
室

〇
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
（
受
付
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
）

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

か
十
日
町
税
務
署
で
申
告
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〇
青
色
申
告

〇
土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
所
得

〇
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

〇
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等

〇
初
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

　

申
告

〇
相
続
税

〇
譲
与
税

〇
消
費
税

〇
令
和
３
年
分
以
前
の
申
告

●
お
願
い

　

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
長
時
間
お

待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

入
場
時
に
検
温
を
実
施
し
ま
す
。
37
度
以

上
の
発
熱
が
認
め
ら
れ
る
場
合
や
検
温
に
ご

協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
入
場
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
か
た
や
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
か
た
の
来
場
は
お
控
え
く

だ
さ
い
。

　

ご
来
場
の
際
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い

た
だ
き
、
入
口
等
で

手
指
消
毒
液
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〇
検
温
の
実
施

〇
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒

津
南
町
で
の
申
告
相
談
は
、
令
和
５
年
２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬
で
開
設
し
ま
す
。
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償
却
資
産

償
却
資
産

　　  
（
固
定
資
産
税
）

（
固
定
資
産
税
）のの

    

申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
建
物
の
ほ
か
、
事
業
で
使
用
す
る
構
築
物
や
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
、
減
価
償
却
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
に
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
、
法
律
に
基
づ
き

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
方
法

　

前
年
に
申
告
し
て
い
る
か
た
は
、
１
年
間
の
増
減
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
に
電
算
申
告
を
し
た
か
た
、
事
業
を
始
め
た
か
た
、
新
た
に
申
告
す
る
か

た
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
す
べ
て
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
に
申
告
の
あ
っ
た
か
た
に
は
12
月

中
旬
に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
新

た
に
申
告
す
る
か
た
や
、
申
告
用
紙
が

届
か
な
い
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
し
た
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の

合
計
が
１
５
０
万
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

※自動車税・軽自動車税の対象となる乗用車・貨物自動車・自動二輪車・小型特殊自動車は除きます。

大型特殊自動車
発電機
ミキサー　など

乾燥機
耕運機
ビニールハウス　など

オイルチェンジャー
地下タンク
洗車機など

レントゲン装置
手術機器
歯科診療ユニット　など

製造機械設備
金型　など

理・美容いす
サインポール
洗面設備　など

駐車場のアスファルト
フェンス　など

商品陳列ケース
自動販売機
冷蔵庫　など

パソコン、コピー機、
エアコン、看板、舗装路面、
金庫、レジスター　など

厨房設備
冷凍冷蔵庫
カラオケセット　など

申告期限

令和５年1月31日㈫
お問い合わせ

税務町民課 税務班
℡ 765-3113

対象となる償却資産の例

建 設 業

農 業

製 造 業

理容業・美容業

共 通ガソリン販売業

医・歯科業

不動産貸付業

小 売 業 料理飲食業
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照井 麻美

だんだん ニュース

の

と
り
く
み

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
着
任
し
て

３
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
町
の
か
た
が
た

と
少
し
ず
つ
お
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
の
要
望
や
課
題
が
見
え
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
11
月
に
行
い
ま
し
た
活
動
の
一

部
を
皆
様
に
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
に
い
が
た
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

　

11
月
13
日
㈰
に
東
京
・
有
楽
町
の
東
京

交
通
会
館
で
行
わ
れ
た
「
い
っ
ち
ゃ
え
に

い
が
た
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
２
０
２
２
」

に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
内
の
市
町
村
が
一
堂
に
集
ま
る

一
年
に
一
度
の
大
型
移
住
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
場
に
は
移
住
を
本
格
的
に
考
え
て
い

る
か
た
か
ら
新
潟
に
興
味
の
あ
る
か
た
ま

で
様
々
な
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

津
南
町
の
ブ
ー
ス
に
は
山
が
好
き
で
移

住
を
検
討
さ
れ
る
か
た
、
津
南
町
や
十
日

町
出
身
で
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
の
か
た
な
ど
一

日
で
８
組
の
か
た
が
相
談
窓
口
に
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。

■
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
交
流
会

　

11
月
25
日
㈮
に
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、

第
一
回
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
町
内
で
登
録
の
あ
る
個
人
・

団
体
・
企
業
の
中
か
ら
７
名
の
か
た
が
た

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

津
南
町
の
移
住
に
関
す
る
事
業
説
明
と

実
績
報
告
か
ら
始
ま
り
、
移
住
者
が
集
落

に
入
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
集
落
の
決
ま

り
事
な
ど
を
ま
と
め
た
「
集
落
紹
介
シ
ー

ト
」
の
内
容
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、

検
討
し
ま
し
た
。

　
■
11
月
の
活
動
を
通
じ
て

　

町
や
地
域
の
将
来
を
思
っ
て
く
れ
て
い

る
か
た
と
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
収
穫
で
あ
り
、
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
楽
し
い

と
思
え
る
地
域

づ
く
り
が
巡
り

巡
っ
て
人
を
呼

ぶ
こ
と
に
つ
な

が
る
と
感
じ
ま

し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
報
告

だ
ん
だ
ん 

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
だ
ん
だ
ん
」

で
す
が
、
最
初
の
２
か
月
が
過
ぎ
、
延
べ
利

用
者
数
は
約
２
，
４
０
０
人
で
し
た
。
こ
れ

を
61
日
間
で
割
り
返
す
と
一
日
当
た
り
の
平

均
人
数
は
40
人
で
す
。
ま
た
利
用
者
の
内
訳

は
学
生
が
６
割
。
大
人
が
３
割
。
小
学
生
以

下
が
１
割
で
し
た
。

●
み
ん
な
で

　

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が

暖
房
を
使
う
の
で
は
な
く
、
家
族
や
ご
近
所

で
一
つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
た
り
、
外
出
し
て
み

ん
な
で
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
集
ま
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
に
つ
な
げ
る
も
の
で

す
。
運
動
や
温
泉
で
体
の
中
か
ら
あ
た
た
め

る
の
も
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
に
な
り
ま
す
。	

環
境

省
が
進
め
て
い
る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
で
す
。

　

だ
ん
だ
ん
に
は
自
動
販
売
機
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
。
近
く
に
カ
フ
ェ
や
コ
ン
ビ
ニ

が
あ
り
、
持
ち
込
ん
で
飲
食
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
は
、
寒
さ
が
厳
し

く
な
り
ま
す
。バ
ス
待
ち
や
待
ち
合
わ
せ
、

打
ち
合
わ
せ
、
自
習
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

多
目
的
に
、
ま
た
置
い
て
あ
る
本
な
ど
も

自
由
に
読
め
ま
す
の
で
、
飲
み
物
な
ど
持

ち
込
み
し
な
が
ら
、
気
軽
に
自
由
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
「
だ
ん

だ
ん
」
は
12
月
28
日
～
１
月
３
日
ま
で
休

館
と
な
り
、
一
般
開
放
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
会
議
室
の
ご
予
約
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
づ
く
り
課　

７
６
５
‐
５
４
５
４

　

だ
ん
だ
ん　

０
８
０
‐
３
５
３
４
‐
１
２
９
６

●
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
は
利
用
料
無
料
で

　

食
べ
物
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
す

移住サポーター交流会の様子
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津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

年
末
年
始
開
業
日

津
南
町
燃
料
油
価
格
高
騰

対
策
支
援
金
に
つ
い
て

く
ら
し

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
年
始
の

開
業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
処
理
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
持
ち
込
み
（
直
接
搬

入
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
25
日
㈰

　

日
曜
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
29
日
㈭

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
30
日
㈮

　

町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及

び
燃
料
油
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
り
経
営
を

圧
迫
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
運
輸
・
運
転
代
行

事
業
者
の
経
営
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
、
対

象
事
業
者
に
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

①
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

　
（
運
送
業
を
営
む
緑
ナ
ン
バ
ー
事
業
者
）

　

※
霊
き
ゅ
う
車
は
除
く

②
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
者

　
（
軽
貨
物
、
赤
帽
等
黒
ナ
ン
バ
ー
事
業
者
）

③
運
転
代
行
事
業
者

■
支
給
額

①
事
業
で
使
用
し
て
い
る
緑
ナ
ン
バ
ー
車
両

１
台
あ
た
り
５
万
円

②
事
業
で
使
用
し
て
い
る
黒
ナ
ン
バ
ー
車
両

１
台
あ
た
り
３
万
円

③
事
業
で
使
用
し
て
い
る
随
伴
用
自
動
車
登

録
車
両
１
台
あ
た
り
３
万
円

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時

〇
12
月
31
日
㈯
～
１
月
３
日
㈫　

休
業

〇
１
月
４
日
㈬
～　

平
常
開
業

※
詳
し
く
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
し
尿
処
理
業
務

　

し
尿
の
汲
み
取
り
作
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
12
月
28
日
㈬
ま
で　

平
常
業
務

〇
12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫　

休
業

〇
１
月
４
日
㈬
～　

平
常
業
務

■
火
葬
業
務

　

津
南
斎
場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
30
日
㈮
ま
で　

平
常
業
務

〇
12
月
31
日
㈯　

午
前
の
み
業
務

〇
12
月
31
日
㈯
午
後
～
１
月
２
日
㈪　

休
業

〇
１
月
３
日
㈫
～　

平
常
業
務

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５

※
12
月
31
日
㈯
～
１
月
３
日
㈫
は
、
電
話
対

応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
に
よ
る

無
料「
法
律
相
談
」開
催

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

１
月
…
…
…
11
日
㈬

２
月
…
…
…
８
日
㈬

３
月
…
…
…
８
日
㈬

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
３
月
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所

　

津
南
町
役
場　

三
階

■
相
談
内
容

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先

　

役
場
税
務
町
民
課
町
民
班　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
申
請
に
つ
い
て

　

観
光
地
域
づ
く
り
課
へ
令
和
５
年
１
月
31

日
㈫
ま
で
に
申
請
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
観

光
地
域
づ
く
り
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課
商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

募
　
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町　

２
戸
】

【
大
船
町
営
住
宅　

３
戸
】

■
構
造

　

平
成
25
年
建
設　

木
造
２
階
建

　

平
成
29
年
建
設　

中
層
耐
火
４
階
建

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ

・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
給
水
管

・
給
湯
器
本
体
お
よ
び
給
湯
器
の
給
水
管

■
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に

　

凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
水
道
管
や

屋
外
水
栓
を
保
温
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
保
温
材
の
取
り
付
け
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
際
に
は
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
行

う
こ
と
で
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
際
は
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
を
つ
け
て
、
自
然
に
解

け
る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
早
く

使
用
し
た
い
場
合
は
、
蛇
口
を
全
開
に
し

て
タ
オ
ル
等
を
あ
て
、
ぬ
る
ま
湯
（
約
50
度
）

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

※
破
裂
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
熱
湯
は
か
け

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

時
間
が
経
過
し
て
も
水
が
出
な
い
場
合

は
、
津
南
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
業
者
へ
の
依
頼
や
作

業
に
つ
い
て
は
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　

指
定
事
業
者
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
左

記
の
津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w
.tow

n.
tsunan.niigata.jp/
soshiki/kensetsu/
suidojigyosha.htm

l

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
面
積
及
び
間
取
り

　

79
㎡
／
２
間
（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／

　

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

　

69
㎡
／
３
間
（
洋
室
３
）
／
Ｄ
Ｋ
／

　

ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
（
住
む
所
に
困
っ

て
い
る
）
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課
土
木

班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
担
当
職

員
と
面
接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

令
和
４
年
12
月
20
日
㈫
～

　

令
和
５
年
２
月
10
日
㈮

■
入
居
日　

令
和
５
年
３
月
上
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報などをメールにて配信!
■登録方法

QRコードを読み込むか下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス　info-tsunan@mail-mag.net

津南町防災メールに登録しよう！

QRコード
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イ
ベ
ン
ト

　

津
南
町
公
民
館
で
は
年
明
け
の
１
月
に
新

春
娯
楽
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
種
目
は
、
オ

セ
ロ
・
ジ
オ
か
る
た
・
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀

で
す
。
各
種
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の

種
目
ご
と
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、

娯
楽
大
会
の
中
で
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
す
の

で
、お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
留
意
し
、「
来
館
前
の
検
温
」・「
マ

ス
ク
の
着
用
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
体
調
不

良
や
風
邪
症
状
の
あ
る
か
た
は
参
加
を
お
控

え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
に
ち

　

令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

■
申
込
方
法

　

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
に
は
、
氏
名
、
集
落
名
、
電
話

番
号
、
参
加
種
目
の
他
、
小
中
学
生
は
学
校

名
・
学
年
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
も
ち
つ

き
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

囲
碁
・
将
棋
の
組
み
合
わ
せ
は
、
名
人
戦

を
一
番
上
位
戦
と
し
、
申
し
込
み
時
の
級
及

び
段
位
を
基
に
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

新
春
娯
楽
大
会
参
加
者
大
募
集
！

～
オ
セ
ロ
・
ジ
オ
か
る
た
・
も
ち
つ
き
・

　
　
　
　

囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会
～

■
申
込
期
限

　

令
和
５
年
１
月
６
日
㈮

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

～
種
目
ご
と
の
ご
案
内
～　

《
オ
セ
ロ
大
会
》

■
時
間

　

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

■
種
目

　

総
当
た
り

《
ジ
オ
か
る
た
大
会
》

■
時
間

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
ま
で

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

《
も
ち
つ
き
》

■
時
間

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー

《
囲
碁
大
会
》

■
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

■
種
目

　

名
人
戦
／
本
因
坊
戦
／
棋
聖
戦
（
参
加
人

数
に
よ
り
変
更
有
）

《
将
棋
大
会
》

■
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

■
種
目

　

名
人
戦
／
王
将
戦
（
参
加
人
数
に
よ
り
変
更
有
）

《
麻
雀
大
会
》

■
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
公
民
館
３
階
視
聴
覚
室

■
定
員

　

先
着
20
名

■
参
加
資
格

　

20
歳
以
上
の
方
に
限
り
ま
す
。

■
ル
ー
ル

　

新
春
娯
楽
大
会
の
麻
雀
大
会
は
特
別
ル
ー

ル
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

※
細
か
い
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
内
容
の
一

部
変
更
ま
た
は
、
開
催
中
止
を
判
断
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　津南町除雪隊の結団式が行われました。津南町の冬
の交通を守るために今年も精鋭が集まってくれました。
先日行われた除雪の達人選手権で津南町除雪隊は総合
優勝しており、津南町除雪隊の技術の高さも証明され
ています。

↑今年は津南町除雪隊のジャンパーも作成しました

 有機栽培農産物を味わいました
— 11月18日　津南中学校 —

 津南町除雪隊結団式
— 12月１日　津南町役場 —

　11月 18 日の津南中学校の給食で、有機栽培で育て
たサツマイモとお米が使用されました。このサツマイ
モは株式会社ごはん様、お米は津南町の石橋直和様か
ら提供いただきました。
　児童はいつも食べているサツマイモとお米との違い
を確かめながら、よく味わって食べていました。

↑お米と副菜に入っているサツマイモが有機栽培されました

↑２９名の隊員が参加しました

↑先日行われた除雪の達人選手権の表彰も行われました

↑いつもよりも大盛りで！
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高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
誰

も
が
認
知
症
に
な
り
得
る
も
の
、
認
知
症
の

人
と
接
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
な
社
会
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
津
南
町
で
は
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
15
日
㈯
、
津
南
町
役
場
大
会
議
室

を
会
場
に
、
第
11
回
つ
な
ん
認
知
症
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
度
は
、『
あ
な

た
の
大
切
な
家
族
が
い
な
く
な
っ
た
ら
…
～

認
知
症
の
人
を
支
え
る
地
域
の
仕
組
み
に
つ

い
て
学
ぼ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
津
南
交
番

所
長	
髙
村
昌
志
さ
ん
か
ら
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

十
日
町
警
察
署
管
内
で
受
け
付
け
た
相
談

件
数
と
行
方
不
明
者
の
捜
索
事
例
は
、
認
知

症
に
限
ら
ず
、
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

	

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
際

に
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に
運
用
し
て
い
る

「
は
い
か
い
シ
ル
バ
ー
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
寸
劇
を
交
え
な

が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

	

心
配
な
人
が
い
る
場
合
は
、
本
人
に
名
札

な
ど
を
持
た
せ
、
氏
名
や
住
所
と
い
っ
た
本

人
確
認
が
で
き
る
方
法
を
複
数
用
意
す
る
と
、

発
見
後
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
そ
う
で
す
。

気
兼
ね
な
く
相
談
し
て
ほ
し
い
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
感
想
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

『
い
ず
れ
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
わ
け
で
、本
人
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

周
囲
の
人
た
ち
も
認
知
症
を
よ
く
理
解

し
、
協
力
し
合
え
る
地
域
づ
く
り
が
大

事
な
こ
と
と
思
っ
た
』

『
認
知
症
の
行
方
不
明
も
早
め
に
警
察

に
相
談
を
か
け
て
も
良
い
と
い
う
こ
と

が
知
れ
て
よ
か
っ
た
』

　

今
回
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
認

知
症
の
人
を
支
え
る
仕
組
み
の
大
切
さ
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

地
域
の
支
え
合
い
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　

家
族
や
地
域
の
人
な
ど
、
身
近
な
人
が
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
、地
域
全
体
で
の
支
え
合
い
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
全
国
的
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
は
、
一

定
の
研
修
を
受
け
た
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
を
講
師
と
し
て
、
お
お
む
ね
60
～
90
分

の
間
で
、
認
知
症
の
症
状
や
診
断
・
治
療
、

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
か
た
、
家
族
の
気
持

ち
の
理
解
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

地
域
住
民
、
各
種
団
体
、
金
融
機
関
、
民

間
企
業
、
店
の
従
業
員
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
な
ど
、ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
講
座
を
開
催
す
る
に
は
？

　

最
低
３
名
以
上
の
参
加
が
あ
れ
ば
、
開
催

で
き
ま
す
。

　

養
成
講
座
の
開
催
や
受
講
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
講
師
の
手
配
や
必
要
な

教
材
の
準
備
な
ど
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
な
に
か
特
別
な
こ
と
を
す
る

人
で
は
な
く
、
理
解
者
と
し
て
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
を
支
援
し
ま
す
。

　

開
催
に
向
け
た
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

役場職員を対象にしたサポーター養成講座を開催しました。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！



いきいき
大好き
津南町
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HbA1c（%）

空腹時血糖値（mg/dl）
（やむを得ない場合は随時血糖）
空腹時血糖値（mg/dl）
（やむを得ない場合は随時血糖）

正常域 境界域

5.5

100 126

5.6 6.4 6.5 6.9 7.0

糖尿病域糖尿病域
生活習慣の改善が必要！ 受診が必要！

あなたの血糖値は？

　あなたの血糖値（HbA1c※ 1）はどのくらいですか？健診結果を確認してみましょう。
　血液中のブドウ糖（血糖）が増えた状態を高血糖といいます。食生活の乱れや運動不足で肥
満になるのが最大の要因です。危険な合併症をもたらす糖尿病になる前に、早い段階で生活
習慣の見直しをしましょう。 ※ 1　HbA1c ＝過去 1 ～ 2 か月の平均血糖値

※ 2　人工透析が必要になる原因の第 1 位

大きな血管に起きる合併症

糖尿病の３大合併症

～えのき～

～しめじ～

　糖尿病の初期は無症状ですが、高血糖が長く続くと血管が傷ついて全身に合併症が起こります。合併症
が進行してからでは治療が困難になるので、初期のうちから治療を始めることが大切です。

壊
え

 疽
そえ

血行不良や神経障害から、
小さな傷や水虫などをきっ
かけに、細胞が死んで腐
敗した状態になります。

虚
きょ

血
けつ

性
せい

心
しん

疾
しっ

患
かんき

心臓の冠動脈がつまる病
気（心筋梗塞、狭心症等）
で、命に危険があります。

脳
のう

 梗
こう

 塞
そくの

脳の動脈がつまり、麻痺
や言語障害、意識障害を
ひきおこします。

糖
とう

尿
にょう

病
びょう

神
しん

経
けい

障
しょう

害
がい

【神経】
し

足のしびれ、痛み、感覚低下
や頑固な便秘・下痢、勃起不
全などをひきおこします。

糖
と う

尿
にょう

病
びょう

網
も う

膜
ま く

症
しょう

【眼】
め

眼底出血などをひきおこ
し、視力低下や失明に至
ります。

糖
と う

尿
にょう

病
びょう

腎
じ ん

症
しょう

※2

【腎臓】
じ

尿たんぱくが出はじめ、
むくんできます。進行す
ると腎不全に至ります。

▶糖尿病で怖いのは合併症

▶できることからはじめよう！
□ １日３食、規則正しく
　食事の間隔があきすぎると一度にたくさん食べて
しまいがち。時間と量を一定に。

□ ゆっくり、よくかんで食べる
　「早食い」や「ながら食い」は、満腹と感じる前に
食べ過ぎてしまうので注意。

□ 野菜や、肉、魚から食べる
　ごはんやパンなどの炭水化物を後に
食べて、血糖値の上昇をゆるやかに。

□ 外食やコンビニではバランスを考えて
　外食では主菜・副菜の揃う定食がおすすめ。コン
ビニではサラダをプラスするなど選びかたに工夫を。

□ お酒は適量、休肝日をつくる
　ビールなら 500ml、女性や高齢者は半分を目安に。

□ 体を動かす
　日常生活には動く機会がたくさん！近くまでなら
歩いていく、エレベーターを使わ
ず階段を使うなど工夫を。

□ 体重を測る
　意識づけや体重のコントロール
に効果的。

今月は
大平裕加里
保健師
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農
業
委
員
会
の
窓

↑藤ノ木稔会長職務代理（左）と涌井直会長（中央）が
建議書を町長へ提出

　新型コロナウイルス感染症対策の考え方が見直さ
れ、交流人口が増加傾向にある一方で、第８波や新
たな変異株などにより、収束の見通しは未だ不透明
です。ロシアによるウクライナへの軍事侵攻問題が世
界経済に多大な影響を与え、農業分野や物流にも影
響を及ぼし、食料価格が高騰。日本の食料危機が懸念
され、政府は安定した食料の供給には農地の維持や
有効活用が重要であると議論を始めました。
　諸問題山積ではありますが、来年には米・食味分析
鑑定コンクールが津南町で行われ、全国へ津南産米
を発信できる絶好の機会となります。津南町の基幹産
業の益々の発展のために、日頃から地域農業を見守
る津南町農業委員会から町へ農業施策に関する建議
を提出しましたので、概要をご紹介します。

●家畜排泄物処理と家畜伝染病の
　未然防止対策への適正指導の実施
　地域の生活環境へも配慮した適正管理の
指導。国内や近隣県で発生しているCSF（豚
熱）や家畜伝染病の未然防止対策を継続要望。
●耕種農家と畜産農家の連携による堆肥処理対策
　堆肥施用は優良農産物生産を図る上では欠くことができない
資源のため、農地への還元が図られる対策と支援。堆肥散布にか
かる費用補助と効率的な堆肥散布の体制づくりを要望。

●農業労働者対策
　新規就農者や従事者の住居の確保のため、移住定住プロジェク
トチームと連携し、検討。県と町、ＪＡが連携し、人材派遣（マッチ
ングできる仕組み）の研究。
●スマート農業の推進
　令和２年度、３年度の実証プロジェクトのデータを分析検証し、
年齢や性別を問わず営農できるスマート農業の取り組みを要望。
●畑営農継続可能な圃場修繕
　圃場の修繕等の補助事業創設。

●資材や肥料等の高騰対策
　資材や肥料、飼料の高騰しているため、これ以上の負担
を抑制する対策を要望。
●津南町農業改良会議の早期開催
　耕作シーズンを迎える前に開催を要望。
●自然災害への備え
　渇水と大雨の対策と関係機関への働きかけ。
●津南産品のPR
　さらなる販売促進やPRを行い、トップセールスを要望。

●後継者への支援体制の強化
　担い手農家の後継者が希望をもって就農できるような町単独
の支援。一戸一法人や兼業農家を含めた中規模農家への支援。町
内の農業法人で新規就農者が研修を受け、自立していく環境づ
くりや受け入れる際に活用できる補助制度の創設を要望。
●後継者への支援体制の強化
　基盤整備に伴う集落営農、または集落を超えた組織経営体に
よる農地集積などの講演会、成功事例の情報発信。小規模な基盤
整備（集落内の３ha程度）の積極的な推進。基盤整備後の負担軽
減もしくは負担ゼロ施策の検討。

畜産振興対策
担い手・農地集積対策

重
要
課
題

令和５年度に向けて令和５年度に向けて

令和4年11月9日㈬

津南町農業施策に関する建議提出津南町農業施策に関する建議提出

●認証制度の継続と気象変動に強い津南産米の知名度強化
　魚沼米の更なるブランド力強化。「津南産米」として知名度向上
を図っていくため、食味、品質の安定化と認知度向上（ネーミング統
一化）。津南産コシヒカリのPR	と販売戦略計画を検討する体制を
早期立ち上げ。
　気象変動に備え、貯水池の整備、水源確保、用排水路の見直しや
技術面の指導を要望。また、堆肥散布作業の効率化の検討。堆肥
のペレット化と感想設備導入を検討。堆肥施用の助成制度の継続
を要望。
●中山間地直払いや多面的機能支払など国補助の有効活用
　町では事務支援システムを導入し、事務の簡素化が図られた
が、まだなお継続困難な集落があるため、広域的な地域の事務処
理を担う組織化（例：上越市清里地区）に対する支援を継続要望。

●基幹作物栽培の推進と新品目への取り組み
　新たな有望品目への取り組みと農産物のブランド化の推進、契約
栽培の拡大。テレビ等のマスメディアの有効活用やさまざまな情報
ツールを駆使して効率的な発信の仕組みづくり。雪下にんじんに続
く雪を利用した新しい野菜の研究を地域農家と連携し、官民一体で
の取り組みを行うよう働きかけを要望。雪下作物の除雪費補助。
●有害鳥獣など駆除対策の強化
　クマやイノシシ用のワナの増設や大型ワナの導
入、猟犬を活用した有害鳥獣対策の導入。猟友会か
ら本格的なカラス駆除。猟友会会員を増やすために
資格取得後にかかる費用補助や活動の継続可能な補助制度創設。
●畑地の輪作体系の確立
　畑作の生産力を高めるための輪作体系の確立とバランスの取
れた輪作体系の検討。早期システムの稼働。

稲作振興対策 畑作振興対策
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南雲留里子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

芦
ヶ
崎
地
区
担
当
の
南
雲
留
里
子
で
す
。

　

12
月
2
日
、つ
い
に
津
南
町
に
も
今
年
の

初
雪
が
降
り
ま
し
た
。埼
玉
県
か
ら
移
住

し
て
3
回
目
を
迎
え
る
津
南
の
冬
。や
っ
と

今
に
な
り
集
落
内
や
妻
有
地
区
全
体
と
し

て
雪
の
あ
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
同
時
に
、2
年
間
の
経
験
を
踏

ま
え
雪
は
3
メ
ー
ト
ル
以
上
積
も
っ
て
当

然
！
と
腹
を
く
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
自
分
な
り
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。と
は
言

え
、出
来
る
こ
と
な
ら
ば『
お
手
柔
ら
か
に

お
願
い
し
ま
す
』と
神
頼
み
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

　

雪
に
よ
る
事
故
や
怪
我
等
は
な
い
状
態

で
気
持
ち
の
良
い
春
を
町
全
体
で
迎
え
ま

し
ょ
う
！

　

さ
て
、今
年
は
大
地
の
芸
術
祭
で
津
南

町
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

芸
術
祭
の
作
品
鑑
賞
に
は
皆
さ
ん
ど
の
く

ら
い
足
を
運
ば
れ
ま
し
た
か
？
私
の
居
る

芦
ヶ
崎
地
区
で
も
竜
ヶ
窪
温
泉
元
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
が
会
場
と
な
り
作
家
の
加
治
聖

哉
さ
ん
に
よ
る〈
廃
材
水
族
館
：
竜
ヶ
窪
〉

が
会
期
中
訪
れ
た
か
た
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
加
治
さ
ん
の
作
品
も
11
月
14
日

に
は
解
体
さ
れ
、そ
の
際
に
も
作
品
制
作
時

同
様
に
地
域
の
か
た
や
芦
ヶ
崎
小
学
校
の

生
徒
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。皆
さ
ん
の
お
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
、同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協
力
し
作
業
す

る
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、芸
術
祭

が
こ
の
地
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
が

こ
み
上
げ
た
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。そ
し

て
、今
回
の
芸
術
祭
で
の
学
び
は
、積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
で
楽
し
さ
や
思
い
入
れ
が

違
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。2
年
後

の
大
地
の
芸
術
祭
も
自
ら
関
り
を
持
っ
て

参
加
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

農
業
の

知
識

豆

　

先
月
の
本
欄
で
ご
紹
介
し
た
町
事
業
の

「
営
農
継
続
事
業
補
助
」
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
申
請
方
法
等
が
固
ま
り
ま
し
た
の
で
ご

案
内
し
ま
す
。

　

燃
料
や
肥
料
の
高
騰
に
よ
り
、
経
営
に
影

響
を
受
け
る
町
内
販
売
農
業
者
の
負
担
軽

減
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
経
営
面

積
に
対
し
て
定
額
で
支
援
す
る
。

【
水 

稲
】

●
対
象
者　

販
売
農
業
者

●
補
助
額　

1
，
3
0
0
円
/
10
a
（
1
a

未
満
は
切
り
捨
て
、
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

●
申
請
方
法　

町
で
水
田
台
帳
に
よ
り
令
和

４
年
産
水
稲
作
付
面
積
を
確
認
し
、
対
象
農

業
者
へ
申
請
書
を
発
送
す
る
の
で
、
内
容
を

確
認
し
押
印
の
う
え
、
農
林
振
興
課
に
提
出

す
る
。

●
添
付
書
類　

令
和
４
年
産
米
と
し
て
販
売

（
出
荷
）
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

営
農
継
続
支
援
事
業
補
助
金

営
農
継
続
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
【
町
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
【
町
事
業
】

営
農
継
続
支
援
事
業

補
助
金【
町
事
業
】に
つ
い
て

【
園 

芸
】

●
対
象
者　

販
売
農
業
者

●
補
助
額　

2
，
8
0
0
円
/
10
a
（
10
a

未
満
切
り
捨
て
、
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

●
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
添
え
て
、
農
林
振
興
課
に
申

請
書
を
提
出
す
る
。

●
添
付
書
類

令
和
４
年
産
と
し
て
販
売
（
出
荷
）
し
た

こ
と
が
分
か
る
書
類

生
産
面
積
が
分
か
る
書
類
（
農
地
台
帳
を
取

得
す
る
こ
と
。
）

・
自
分
の
農
地
台
帳

①
該
当
地
番
に
生
産
作
物
名
、
生
産
面

積
を
記
入

②
１
枚
目
に
自
署
名
と
押
印

・
他
人
の
農
地
台
帳
（
相
対
で
貸
借
の
場
合
）

①
該
当
地
番
に
生
産
作
物
名
、
生
産
面

積
を
記
入

②
１
枚
目
に
自
分
の
自
署
名
と
押
印
、

相
手
方
の
自
署
名
と
押
印

（
こ
れ
に
よ
り
、
相
対
で
貸
借
し
て
い
る

証
拠
と
す
る
。
）

○
交
付
申
請
書
の
締
め
切
り
は
、
令
和
５
年

１
月
末
と
し
ま
す
。
申
請
様
式
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
農

林
振
興
課
窓
口
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課
農
林
班

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
5
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『京都浪漫紀行』	……………………………………河出書房新社
●『選ばれる女がやっていること』
	 ………………………………………………………………………………… Clover出版
●『天

てん

路
ろ

の旅
たび

人
びと

』	………………………………………………………… 新潮社
●『文藝春秋オピニオン2023年の論点100』
	 ………………………………………………………………………………………文藝春秋
●『小さき王たち 第3部』	 ………………………堂

どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

●『プリテンド・ファーザー』	 ……………………白
しら

岩
いわ

　玄
げん

●『おもみいたします』	 ……………… あさの　あつこ
●『嘘つきなふたり』	……………………………………武

たけ

田
だ

　綾
あや

乃
の

【子どもの本】 
●『ワンス・ワズ・マイン』	 ……………………………… Gakken
●『どっちが強い！？ A』	 ………………… KADOKAWA
●『アタックライン』	……………………………………あかね書房
●『西遊記15』	 …………………………………………………………… 理論社
●『ようかいむらのうきうきクリスマス』
	 ……………………………………………………………… たかい　よしかず
●『ノラネコぐんだんうみのたび』
	 ……………………………………………………………………………工藤　ノリコ
●『交通安全大王』	………………… よしなが　こうたく
●『かぼちゃスープのおふろ』	…………柴田　ケイコ

　

早
い
も
の
で
今
年
も
締
め
く
く
り
の

時
節
と
な
り
ま
し
た
。あ
っ
と
い
う
間

に
時
が
経
ち
、今
年
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。ご
利
用
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、い
つ
も
公
民
館
図
書
室
及

び
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
で
１
年
間

本
を
借
り
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
も
沢
山
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
で

は
よ
い
お
年
を
！

・
・
・
来
年
度
の
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り

　

号
の
希
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
・
・

　

毎
月
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
を
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。図
書
室
で
は
来
年
度
に
向
け
て
ひ

ま
わ
り
号
の
周
回
コ
ー
ス
や
日
程
を
検

討
中
で
す
。来
年
度
新
た
に
私
の
集
落

に
も
来
て
欲
し
い
と
い
う
か
た
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
町
公
民
館（
℡

７
６
５
‐
３
１
３
４
）に
１
月
31
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
コ
ー
ス

検
討
の
参
考
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、

コ
ー
ス
の
都
合
上
、日
時
・
場
所
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
し
、ご
要
望
に
沿
え
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・【
再
掲
載
】年
末
年
始
の

　
　
　
　
　

返
却
期
限
に
つ
い
て
・
・
・

　

12
月
28
日
㈬
～
１
月
３
日
㈫
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
本
来
２
週
間
で

す
が
、返
却
期
限
日
が
年
末
年
始
の
休

館
日
と
重
な
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

返
却
期
限
日
を
休
み
明
け
の
１
月
４
日

㈬
に
延
長
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。ご
自

身
の
返
却
日
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と

き
は
、発
行
し
た
レ
シ
ー
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
・
・
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
・
・
・

	　

去
年
か
ら
絵
本
の
返
却
本
コ
ー
ナ
ー

の
上
に
月
ご
と
に
季
節
に
ち
な
ん
だ
蔵

書
を
掲
示
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
て

い
ま
し
た
か
？
こ
れ
か
ら
広
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
で
掲
示
す
る
本
の
種
類
を
紹
介

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。今
月
は
12

月
と
い
う
こ
と
で
冬
に
ち
な
ん
だ
小
説
、

寒
い
と
き
に
食
べ
た
い
物
の
レ
シ
ピ
本
、

雪
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
絵
本
を

掲
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
興
味
が
あ
る
物
が

あ
り
ま
し
た
ら
、手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

■
休
館
日　

12
月
26
日
㈪

　

12
月
28
日
㈬
～
１
月
３
日
㈫

　

１
月
30
日
㈪

パンしろくま

　大人気「しろくま」シリーズの最新作。くいし
んぼうのしろくまが食べ物の中に入ったらどのよ
うになるのか想像します。今回は色々な「パン」
の中に入ります。ユーモアのある素敵な絵本で、
読み聞かせにもぴったりな１冊となっています。

柴田　ケイコ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

12月 −師
し

走
わ す

−

12月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

夏な
つ

の
夜よ

に
義ち

父ち

逝い

き
て
よ
り
一い

ち

年ね
ん

経た

つ

子こ

等ら

帰き

省せ
い

し
揃そ

ろ

い
て
供く

養よ
う

す	

風
巻
淳
子

今け

朝さ

も
ま
た
弁べ

ん

当と
う

に
添そ

え
る
ト
マ
ト
な
り

サ
ン
ダ
ル
履ば

き
で
畑は

た
け

へ
走は

し

る	

江
村
美
智
代

額ひ
た
い

に
い
る
羽は

虫む
し

の
動う

ご

き
に
合あ

わ
せ
て
は

頭あ
た
ま

と
眼め

と
を
く
る
く
る
さ
せ
る
（
迷
い
猫
『
セ
キ
』）

	

小
島
香
代
子

走は
し

り
抜ぬ

き
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切き

り
て
吾あ

子こ

は

息い
き

を
弾は

ず

ま
せ
白し

ろ

い
歯は

見み

せ
る
（
吾
子
風
菜
初
め
て
の
運
動
会
）

	

江
村
大
輔

雪ゆ
き

下お

ろ
し
家い

え

を
震ふ

る

わ
せ
鳴な

り
響ひ

び

く

雨あ
め

は
夜や

半は
ん

に
雪ゆ

き

に
変か

わ
り
ぬ	

津
端
恵
子

も
う
か
な
り
運う

ん

動ど
う

し
た
気き

に
な
っ
て
い
る

水み
ず

着ぎ

と
帽ぼ

う

子し

を
買か

い
揃そ

ろ

え
れ
ば
（
水
中
運
動
）

	

貝
澤
圭
子

脱だ
つ

毛も
う

を
気き

に
か
け
届と

ど

く
友と

も

よ
り
の

紺こ
ん

の
帽ぼ

う

子し

に
守ま

も

ら
る
る
わ
れ	

関
谷
郁
子

御お

神み

輿こ
し

も
夜よ

店み
せ

も
出だ

せ
ぬ
祭ま

つ

り
な
れ
ど

十じ
ゅ
う

五ご

夜や

の
月つ

き

幟の
ぼ
り

を
照て

ら
す
（
令
和
四
年
九
月
コ
ロ
ナ
禍
の
秋
祭
り
）

	

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
一
月
）

酸す

っ
ぱ
さ
に
笑わ

ら

ふ
家か

族ぞ
く

や
初は

つ

蜜み

柑か
ん	

渡　

舟

夜や

学が
く

生せ
い

の
自じ

負ふ

持も

ち
学ま

な

び
し
昔む

か
し

あ
り	

芳　

司

回か
い

顧こ

談だ
ん

ど
ぶ
ろ
く
の
減へ

り
早は

や

く
な
り	

千
年
雄

牧ぼ
く

童ど
う

の
ゴ
ム
長な

が

つ
た
ふ
草く

さ

の
露つ

ゆ	

房　

良

南か
ぼ

瓜ち
ゃ

煮に

る
雨あ

め

降ふ

る
音お

と

の
遠と

ほ

ざ
か
り	

守　

人

白は
く

露ろ

置お

く
土ど

器き

の
耳み

み

輪わ

の
精せ

い

緻ち

か
な	

緑　

赤あ
か

ま
ん
ま
友と

も

の
生い

け
た
る
厨く

り
や

か
な	

壽　

子

雪ゆ
き

の
上う

え

来く

る
花は

な

び
ら
の
風か

ぜ

吸す

い
込こ

み
て

悠ゆ
う

悠ゆ
う

泳お
よ

ぐ
五ご

月が
つ

の
鯉こ

い

は
（
令
和
四
年
五
月
）	

丸
山
直
子

太た
い

古こ

よ
り
変か

はわ

ら
ぬ
滝た

き

の
音お

と

の
な
か

透す

き
と
ほお

る
風か

ぜ

に
た
だ
吹ふ

か
れ
をお

り	

小
野
寺
恒
代

気き

の
早は

や

い
う
ぐ
い
す
今け

朝さ

は
庭に

わ

に
来き

て

か
た
き
蕾つ

ぼ
み

の
枝え

だ

で
初は

つ

鳴な

き	

麻
績
初
恵

さ
ざ
波な

み

の
た
つ
湖み

ず
う
み

に
葉は

桜ざ
く
ら

の

影か
げ

の
ゆ
ら
め
く
姿す

が
た

お
ぼ
ろ
に	

高
橋
春
枝

快か
い

晴せ
い

の
グ
リ
ン
ピ
ア
界か

い

隈わ
い

紅も

葉み
じ

映は

え

銀ぎ
ん

の
穂ほ

す
す
き
さ
揺ゆ

ら
ぎ
や
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
丸
中
学
校
四
期
生
同
級
会
）	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

諸し
ょ

物ぶ
っ

価か

の
高こ

う

騰と
う

続つ
づ

く
こ
の
秋あ

き

の

プ
チ
贅ぜ

い

沢た
く

と
牛ぎ

ゅ
う

丼ど
ん

求も
と

む	

中
村
武
子

初は
つ

場ば

所し
ょ

の
高た

か

安や
す

関ぜ
き

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

を

「
こ
の
み
」
フ
ァ
ン
の
わ
れ
も
祈い

の

ら
ん	

島
田
眞
之
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興味があるかたは
こちらのＱＲコードから、

ホームページをご覧ください。

新潟県では、独身男性、独身女性の出会いをサポートをす
るために、婚活マッチングシステム「ハートマッチにいがた」
を導入しました。
結婚を希望する 20 歳以上の独身で、新潟県に在住のかた、
県内にお勤めのかた、または新潟県へ移住を希望するかた
ならどなたでも登録することができます。

＜実施された行事＞
〔11月〕
	 22日	 一般質問〆切日
	 30日	 令和５年度建策要望回答会

〔12月〕
	 1日	 議会運営委員会
	 1日	 全員協議会
	 1日	 議員定数等特別委員会
	 1日	 保育園増築工事に関わる
	 	 調査特別委員会
	 9日	 議会広報特別委員会
	7日～9日	 第４回津南町議会定例会

	 15日	 長生学園閉園式（議長）

＜今後予定されている行事＞
〔１月〕
	 4日	 年賀交歓会（全議員）
	 5日	 新潟県町村議会議長会
	 	 議長会議（議長）
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 8日	 町消防出初式（全議員）

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出

産
し
た
際
に
、
出
産
前
後
の
一
定
期

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。

～
こ
の
制
度
は
、
次
世
代
育
成
支
援

の
観
点
か
ら
、
平
成
31
年
４
月
に
始

ま
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
保
険
料
を

月
額
１
０
０
円
程
度
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

全
体
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
～

■
免
除
さ
れ
る
期
間

　

出
産
※
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

（
以
下
「
産
前
産
後
期
間
」
と
い
い
ま
す
。）

の
国
民
年
金
保
険
料

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、

流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

手
続
き
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
は
、

「
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
」
も

保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
。
届
出
を
行
う
期
間
に
つ
い
て
、

す
で
に
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
て
い
る
場
合
で
も
、
届
出
が
可
能

で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以

降
の
か
た
。（
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
任

意
加
入
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

■
届
出
方
法

・
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届

出
可
能
で
す
。
出
産
後
も
届
出
が
可

能
で
す
。

・
届
出
先

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村

の
担
当
窓
口

・
届
出
用
紙
、
必
要
な
添
付
書
類

　

国
民
年
金
被
保
険
者
関
係
届
出
書

（
申
出
書
）

　

母
子
健
康
手
帳
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

	4300日	和久井かつ子（大割野）
	3100日	石橋　俊治(割野)
	 900日	桑原　正（船山）
	 500日	岡村智枝子(秋成)、江村　裕子（外丸）
	 300日	南雲　美佐（正面）
	 200日	半戸　キノイ（中子）、久保田喜佐子（越手）
	 100日	石橋　ミチ（寺石）、桑原　奈名子（貝坂）

主な運動：テレビ体操、健骨体操、ゴルフ、卓球他

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
の

国
民
年
金
保
険
料
の

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

11
月
26
日
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
会
場
に
水

泳
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
ク

ア
ハ
ウ
ス
津
南
水
泳
記
録
会
と
津
南
町
小
学

校
親
善
水
泳
大
会
の
記
録
を
引
き
継
い
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
T
a
p
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

練
習
に
励
む
保
育
園
年
中
か
ら
中
学
生
ま
で

の
総
勢
93
名
が
感
染
症
対

策
を
講
じ
な
が
ら
、日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。各
種
目
に
お
い
て

新
記
録
を
樹
立
し
た
子
、自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
子
、記

録
の
み
な
ら
ず
、他
の
生
徒

た
ち
の
手
本
と
な
る
姿
勢

で
取
り
組
む
子
な
ど
、素
晴

ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し

た
。今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
３
回
津
南
町
親
善
水
泳
大
会
開
催

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
に
て

新
し
い
教
室
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
！

【
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
の
ご
案
内
】

■
教
室　

ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
45
分
間

■
日
時　

毎
週
㈫　

午
後
２
時
15
分
～

　
　
　
　

毎
週
㈮　

午
後
６
時
30
分
～

■
内
容　

じ
っ
く
り
し
っ
か
り
筋
肉
を
伸
ば

し
て「
楽
」を
目
指
す
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
で
す
。

カ
ラ
ダ
の
調
整
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
目
的
で
、

呼
吸
法
も
学
べ
ま
す
。

■
料
金　

非
会
員
は
6
0
0
円

　
　
　
　

ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員
は
3
0
0
円

■
対
象　

小
学
5
年
生
以
上

　
　
　
　

保
護
者
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物　

な
し

　

本
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、歳
末
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
営
業
時
間　

午
後
２
時
～
８
時
半

※
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
営
業

※
1
月
1
日
は
休
館

※
12
月
31
日
、1
月
2
日
、3
日
は

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
営
業

○
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
7
6
5
‐
3
7
1
1
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
新
潟
大
学

と
協
力
し
、
旭
町
学
術
資
料
展
示
館
に
て
現

在
、「
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
別
展　

災

害
と
ひ
と
の
営
み
」展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

な
じ
ょ
も
ん
に
て
今
秋
行
っ
た
「
苗
場
山

麓
１
８
０
０
万
年
の
軌
跡
」
展
を
ベ
ー
ス
に

災
害
に
着
目
し
、
新
た
な
資
料
や
解
説
を
プ

ラ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
に
行
か
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

令
和
５
年
１
月
22
日
㈰
ま
で

●
場
所　

新
潟
大
学
旭
町
学
術
資
料
展
示
館

　
（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
２
番
町
７
４
６
）

●
電
話　

０
２
５
‐
２
２
７
‐
２
２
６
０

●
開
館
時
間　

水
～
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
12
時
・

　

午
後
１
時
～

　

４
時
30
分

●
休
館
日

　

月
・
火
曜
日
お
よ

び
12
月
29
日
～
１
月

３
日

●
入
館
料　

無
料

　

ま
た
、
こ
の
企
画
展
会
期
中
に
講
演
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会
場　

有
壬
記
念
館
２
階
大
会
議
室

（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
１
番
町
７
５
７
）

※
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
開
催

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
先

　

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
た
は
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://form
s.office.

com
/r/cUp1xZh7gj

ま
た
は
、
電
話
０
２
５
‐
２
２
７
‐
２
２
６
０

【
講
演
１
】　

「
苗
場
山
麓
の
形
成
と
人
々
の
く
ら
し

　
　
　
　

―
災
害
考
古
学
か
ら
の
視
点
―
」

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長

	

佐
藤
雅
一

【
講
演
２
】　

「
災
害
考
古
学
か
ら

　
　
　
　
　

新
潟
地
域
の
災
害
を
考
え
る
」

新
潟
大
学
災
害
・
復
興
科
学
研
究
所
所
長

　

	

卜
部
厚
志

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

旭町学術資料展示館での展示会の様子
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／
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F
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7
6
5
）4

6
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■
ホ
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s
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w
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w

n
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u
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■
電

子
メ

ー
ル

  in
fo

@
to

w
n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

昨年のMyコレクション展の様子

アンギン編み 初級編

せんべい焼き

和紙のあかり

●第13回Myコレクション展
　会　期：令和5年1月14日㈯～ 2月26日㈰
　入場料：無料
　今年も楽しいコレクション

の数々が、なじょもんに集ま

りました。

　驚きに満ちたコレクション

を、どうぞお楽しみください。

●「アンギン編み 初級編」 体験
　日　時：1月8日㈰　10：00 ～ 12：00
　体験料：1000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　津南町の無形文化財である「アンギン編み」で

コースターをつくります。

●「和紙のあかり」 体験
　日　時：1月9日（月・祝）10：00 ～ 12：00
　体験料：1500円　※友の会会員は半額
　　　　  ※スイッチライトは別途950円
　対　象：小学3年生～大人
　コウゾからできる紙料を使って、柔らかい

あかりのランプシェードをつくります。

※ライトは別途950円かかります。

●「スノーシューとせんべい焼き」体験
　日　時：1月15日㈰　10：00 ～ 12：00
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　スノーシューを履いて自然観察を行った

あとは、竪穴住居でせんべい焼きをします。

●年末年始休館日のお知らせ
　12月28日㈬〜1月4日㈬を休館とさせていただきます。

　来年も皆さまのお越しをお待ちしています。

1 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

8日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

9日㈷ 10:00～12:00
和紙のあかり

※スイッチライトは別途950円
1,500 中学年以上

15日㈰ 10:00～12:00 スノーシューとせんべい焼き 500 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

表
紙
の
写
真

　
津
南
町
除
雪
隊
が
始
動
し
、除
雪
車
の
準

備
を
し
て
い
る
シ
ー
ン
で
す
。津
南
の
冬
の

道
路
交
通
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

■人口8,896（−22）　男4,325（−12）　女4,571（−10）

■世帯数3,463（−５）　■転入／６　■転出／ 15　■出生／３　■死亡／ 16　■婚姻／１12月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

品田愛
ま

乃
の

香
か

（大割野）	 和哉さん
	 萌香さん

丸山　晴
せい

大
た

（割野）	 裕司さん
	 明日香さん

大平　一
かず

輝
き

（大割野）
	 優一郎さん
	 恵理子さん

石橋　　弥
あまね

（上段）	 好美さん
	 真純さん

半戸　福已さん	 （100歳・朴木沢）

南　　重雄さん	 （78歳・大割野）

樋口ウメノさん	 （85歳・船山）

樋口カツノさん	 （93歳・辰ノ口）

津端　ふくさん	 （92歳・灰雨）

清水　隆平さん	 （90歳・田中）

村山ハルエさん	 （99歳・みさと苑）

宮沢　和男さん	 （84歳・卯之木）

山田カノイさん	 （103歳・大割野）

村山　三江さん	 （85歳・割野）

中澤　トメさん	 （101歳・上段）

桑原喜八郎さん	 （94歳・貝坂）

関谷　ムツさん	 （98歳・大割野）

鈴木　宣好さん	 （85歳・船山新田）

志賀　春信さん	 （91歳・船山）

　

日
本
代
表
の

熱
闘
を
テ
レ
ビ

で
観
戦
し
感
動
を
し
ま
し
た
。J
リ
ー

グ
な
ど
は
あ
ま
り
見
な
い
の
で
す
が
、

日
本
代
表
戦
だ
け
は
見
て
し
ま
い
ま

す
。12
月
も
あ
と
少
し
で
終
わ
り
ま
す
。

年
末
年
始
は
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
た

い
で
す
。皆
様
も
よ
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。	

反
り
目
直
史

反リ目裕二さん（中深見）
樋口　　望さん（城原） ｝
川崎　郷士さん（十二ノ木）
廣田　清美さん（十二ノ木）｝

N
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